
　

鳥
羽
市
に
お
い
て
、
適
切
な
応

急
手
当
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

体
制
を
有
す
る
事
業
所
、
そ
の
他

の
団
体
を
救
急
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
認
定
し
、
協
力
を

得
る
こ
と
で
、
重
篤
な
傷
病
者
が

発
生
し
た
際
の
救
命
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
そ
の
社
会
貢
献

を
高
く
評
価
し
、
地
域
に
お
け
る

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

制
度
で
す
。

①
普
通
救
命
講
習
（
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
）

ま
た
は
上
級
救
命
講
習
修
了
者
が

２
人
以
上
確
保
さ
れ
て
い
る

②
営
業
時
間
ま
た
は
公
開
時
間
中

に
誰
も
が
使
用
で
き
る
場
所
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
常
に
使
用
可
能
な
状

態
に
整
備
さ
れ
て
い
る

④
そ
の
他
消
防
関
係
法
令
に
適
合

し
て
い
る

　

市
で
は
、
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た

心
臓
や
呼
吸
の
動
き
を
助
け
る
た

め
の
方
法
で
あ
る
心
肺
蘇
生
や
、

け
が
の
応
急
手
当
を
習
得
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
救
命
講
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

毎
月
18
日
に
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

（
３
月
は
上
級
救
命
講
習
）
を
消
防

署
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
受
講

し
て
い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
時

に
大
切
な
人
を
助
け
る
た
め
の
手

技
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。
各
種
講

習
を
受
講
す
る
場
合
は
一
度
消
防

署
へ
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

種
別

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

普
通
救
命
講
習
Ⅲ

上
級
救
命
講
習

※
後
日
修
了
証
を
交
付
し
ま
す

対
象　

市
民
ま
た
は
市
内
に
お
勤

め
の
か
た

開
始
時
間

（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅲ
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

（
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
）

午
後
１
時
15
分
～
５
時
15
分

（
上
級
救
命
講
習
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

消
防
署
（
鳥
羽
市
船
津

町
２
８
１
番
地
）

応
急
手
当
（
救
命
講
習
）

消防署救急係　  25２８２１

救急サポートステーション
認定制度ができました

　一定の要件を満たした事業所からの申請に対し、消防長がその認定の可否を判断し、認定に至った場合に
は、救急サポートステーション認定証および救急サポートステーション表示証を事業所などに交付します。

鳥羽市消防本部

救急サポートステーション

救急サポートステーション
認定表示証

救
急
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

 

認
定
要
件

広報とば 12


